
地理Ｂ（自宅学習プリント 17） 中国の工業 

 

中国の工業について、教科書 p.233，p.237、地図帳 p.7～p.16を参考にして、プリントを完成しましょ

う。 

１ 社会主義経済から市場経済へ 

  1949 年の建国以来、社会主義体制の下で、政府が経済全

般を統制する( 計画 ) 経済による国家建設が進められ

た。 

  →生産意欲の低下、生活水準の停滞 

  →1970年代末から( 市場 )経済を導入 

 1978年 経済改革・対外開放政策（四つの現代化） 

 1979年（ 経済特区 ）の設置 

   ※経済特区はすべて覚えること（場所も）。 

    1 アモイ       2 スワトウ      

       3 シェンチェン    4 チューハイ     

       5 ハイナン    （1988年指定） 

  →外国資本の導入や合弁企業の設立が容易にできるように設置された、国内法を適用しない経済特別区。 

 1982年 人民公社解体→農村地域の（ 郷鎮 ）企業の発展  

    ※郷鎮企業は、個人や町村による中小企業のことで、人民公社解体後、農村地域の余剰労働力を吸

収して発展しました。 

 1984年 経済技術開発区…沿岸部 14か所 シャンハイ(上海)、コワンチョウ(広州)など 

その後内陸部に拡大→2019年現在 54か所 

※経済特区と経済技術開発区の違い 

経済特区が国内に対して閉ざされているのに対して、経済技術開発区は外国企業だけでなく、国内

企業にも開放されている。現在はそうした区別はなくなってきている。 

 

２ 中国の工業 

(1)「世界の工場」…外国企業の進出と国内企業の成長 

         →鉄鋼、自動車、造船、化学繊維、パソコン、家庭電化製品など世界一の生産 

(2)中国の鉄鋼都市 

 Ａ～Ｃは、三大鉄鋼基地ともよばれます。 

 Ａ アンシャン   …ａ アンシャン     鉄山、ア フーシュン   炭田 

 Ｂ パオトウ    …ｂ パイユンオーポー  鉄山、イ タートン    炭田 

 Ｃ ウーハン    …ｃ ターイエ      鉄山、ウ ピンシャン   炭田 

  Ｄ パオシャン   …輸入鉄鉱石を原料とする臨海立地指向型 

    パオシャンは、上海郊外に立地する日本の全面協力(当時の新日鉄)によって建設されました。 

    山崎豊子の「大地の子」として小説化されています。 

 


